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著書 
堀内ふき 編著 （2011）．高齢者の健康と障害 （第3版）．（ナーシング・グラフィカ 26）．1-15，大阪：
メディカ出版．
























































Ross, R., Sawatphanit, W., Mizuno, M. & Takeo, K. （2011）. Depressive symptoms among HIV―






























































Davis, A. J. （2011）／八尋道子，小西恵美子訳 （2011）．看護倫理の基本を考える：看護における倫
理，意思決定の枠組み，看護師の倫理的能力．Selected Fundamental Questions in Nursing Ethics 
and Possible Answers that Need Debate．日本看護倫理学会誌，3（1），3-10．
Olsen, D. P. （2011）／八尋道子，和泉成子訳 （2011）．看護倫理のための価値西洋からみたGood 















Kawasaki, K., Sasaki, A. & Miyaji, H.（2011）. The Relation between Anxiety Mothers’Childcare 
among Infant and Social Network in Islands. The 2nd JAPAN-KOREA Joint Conference on 




Konishi, E. & Maeda, J. （2011）．Perceptions of work environment and moral sensitivity among 
Japanese nurses: A preliminary study．The International Center for Nursing Ethics 12th 
International Conference．
Maeda, J. & Konishi, E. （2011）．Validation of a Japanese version of the revised Moral Sensitivity 










Nakamura, E. & Ozaki, F. （2011）．Situation of Foreign Nurses Aimed at Obtaining a Japanese 
Nurses’ License．The 21st World Congress on Psychosomatic Medicine．
Ozaki, F., et al．（2011）．Training for recent graduate nurses in a hospital． 14th East Asian 



























Kinjo, H., Kawasaki, K., Takeo, K., Yuge, M., Maruyama, Y., Takahashi, C., Kishi-Imai, K., 
Lertsakornsiri, M. & Boonyanurak, P.（2011）. Comparison of depressive symptoms and the 






Yahiro, M. （2011）．Sustainable approach to maintaining dignity in care in Japan. Dignity in 







Minowa, C. & Koitabashi, K．（2011）．Inﬂ uence of autogenic training on the salivary alpha ‐





















竹尾惠子．講演．Evidence-Based Nursing & How to Evaluate Care Needs．JICA研修：アフリカ
母子保健看護管理コース （in English）．2011. 6. 10，東京．
竹尾惠子．講演．Evidence-Based Nursing & How to Evaluate Care Needs．JICA研修：アフリカ
母子保健看護管理コース （in English）．2011. 11. 4，東京．
竹尾惠子．講演．Nursing Education in Saku University．エストニア国より佐久大学見学者への講
演．2011. 5. 3，長野．
宮地文子．講師．ヘルスケアシステム提供論．平成22年度認定看護管理者ファーストレベル研修会，
長野県看護協会，2011. 9. 16／10. 17，長野．
堀内ふき．講師．これからの老年看護学　老年看護学とは何か・老年看護学の実践．ナーシンググ






















Davis, A. J．小西恵美子 （通訳）．小児看護における倫理．鹿児島大学医学部保健康学科特別講義，
鹿児島大学，2011. 10. 20，鹿児島．




















総合病院看護管理者研修（看護副師長，看護主任），2011. 10. 27／10. 28，長野．
尾﨑フサ子．講師．1）組織文化について，2）キャリア開発について，3）経営参加について．佐久
総合病院看護管理者研修（看護師長，ステーション所長），2011. 11. 8／11. 9，長野．
尾﨑フサ子企画．川嶋みどり先生をお迎えしてのセミナー　―心と技の統合をめざした看護触れる
手，癒す手，あいだをつなぐ手―（講師：川嶋みどり，小板橋喜久代，山口　創）．農村保健研修セ

















































中嶋尚子．講師．看護研究．川西赤十字病院看護研究勉強会，2011. 6. 9-2012. 3. 3，長野．
中嶋尚子．講師．特別講義「看護教育今昔試論―関心の赴くままに―」．平成23年度長野県看護協
会看護学生等実習指導者養成講習会 （兼長野県看護協会公開講座），2011. 10. 28．長野．
鈴木真理子．講師．看護過程の展開．長野市民病院看護部教育プログラム　ラダー研修講師，2011. 
5. 16／7. 11，長野．









2011. 8. 27， 長野．
研究報告書
Lertsakornsiri, M., Ross, R., Boonyanurak, P. & Kinjo, H.（2011）. Factor associated with depression 





















金城壽子 （研究代表者），川﨑佳代子，竹尾惠子，キシ ケイコ イマイ，弓削美鈴，丸山陽子，高橋
智恵．妊娠期，産褥期のうつ症状とその関連について：日本とタイ国の状況．平成23-24年度日本学
術振興会科学研究費補助金基盤研究（C） （課題番号22592528）．
田中高政 （研究代表者），竹尾惠子，羽毛田博美，小山智史．看護学生の抑うつに関する国際比較研
究．平成21-23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号21592930）．
箕輪千佳 （研究代表者），小板橋喜久代，宮原香里．自律訓練法がもたらす周術期患者のリラクセー
ション効果．平成23-25年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C） （課題番号23593271）．
鈴木千衣 （研究代表者）．思春期がんの子どもと家族の情報共有の意味と療養上の意思決定の構造
（佐久大学学内研究費助成）．
吉田文子 （研究代表者），山内豊明．教師のティーチングスタイル測定尺度の日本語版暫定版の作成
と言語的意味の検討（佐久大学学内研究費助成）．
臼井淳美 （研究代表者），川﨑佳代子，竹尾惠子，弓削美鈴，丸山陽子，高橋智恵．母乳育児の心理，
社会的効果の検討（佐久大学学内研究費助成）．
教材製作
堀内ふき（2011）．看護のための病態生理とアセスメント，摂食・嚥下障害．vol. 1：（株）医学映像
教育センター．
91
国際交流活動
タイ王国セントルイス大学と国際交流
　タイ王国セントルイス大学 学長、副学長、学部長など総勢9人は日本国でのカンファレンス参加
及び視察を目的として日本を訪問された。一行は国際学生会議に出席した後、国立看護大学校を視
察、佐久大学には平成23年8月29日（月）に訪問された。
第1日（平成23年8月29日）：一行は午後3時 本大学に到着された。教員は大学内を案内し、夜は 
学長、教員が参加し、歓迎晩餐会を催した。
第2日（平成23年8月30日）：午前中は佐久私立国保浅間総合病院を見学した。教員と留学予定の学
生ら（9月セントルイス大学へ2週間留学予定）が昼食ウエルカムパーティで歓迎、相互に自己紹介
し、タイの状況報告を受けて交流した。午後は東御市立助産所を見学し、施設職員と意見交換を行
った。夜はセントルイス大学との国際共同研究打合せを兼ねて、研究メンバ―や他教員らと日本の
温泉を体験していただいた。
第3日（平成23年8月31日）：乗車を経験したいと希望していた長野新幹線を利用し、成田から帰国
された。
エストニア共和国 公式訪問団の視察
　佐久市と同じ名称の縁で「友好都市提携」を結んでいるエストニア共和国サク市から佐久市へ公
式訪問団として来訪され、その活動の一環として平成23年5月3日に佐久大学を視察された。訪問者
はクノ・バ サク市市長、マリアンヌ・ランデ サク市議会議長、ほか3名と通訳、佐久市議員４名、
計10名で、午前9時半に来訪された。当日、大学の実習室を視察され、モデル人形や種々教材を興
味深く見学された。12時から、学長の「日本の看護教育及び看護活動の状況について」のプレゼン
テーション（英語）が行われ、質疑・意見交換が行われた。短い時間ではあったが、バルト海沿岸
に位置する遠い国の方々と親しく交流できた。
